
             （文責：後藤 達人） 

 運動会後，すっかり秋らしくなり，学校も過ごしやすくなってきました。

校庭のピラカンサの実もきれいに色づき，小鳥たちを誘い始めていま

す。このピラカンサの木は，学校に 1 本しかありません。とげが多いの

で，子どもたちが引っかからないように，短く剪定してあります。 

 また，オシロイバナも黒い，大きな実をたくさんつけて，子どもたちに

遊んでもらうのを待っています。 

 こんなふうに，狭い学校の中でも，探してみれば，たくさんの秋を見

つけることができます。これからは，紅葉や落葉，虫などでも秋の深ま

りを感じることができるようになることでしょう。 

 勉強の秋，読書の秋，運動の秋，食欲の秋など，昔から秋は，いろ

いろなことに挑戦するのに適している季節と言われています。「よく学

び，よく遊び」とも言われていますが，このさわやかな季節に，思う存分

チャレンジして，自分をより高めてもらいたいと思います。 

 

 6 年生は，11 月 1日～2日に控えている修学旅行に向け，事前学

習の真っ最中です。今日は，パソコン室で，自分たちの体験計画を

作り上げる学習でした。どの子も，楽しみにしている修学旅行とあっ

て，調べ学習にも熱がこもっていました。 

 5 年生は，算数の時間でした。人口

密度の計算を通して，単位量あたりの数，大きな数の割り算，概数

の学習等に，みんな一生懸命に取り組んでいました。担任の先生と

の計算競争を取り入れるなどして，子どもたちが興味・関心を持って

学習に打ち込めるよう，工夫した授業が進められています。 

 4 年生では，国語の授業が行われていました。有名な物語である

「茂吉のねこ」をみんなで音読してい

るところでした。1 文ずつ，交代しながら，みんなでお話をつなげて

いく読み方です。学級の全員が，学習に意欲的に参加できるように

考えられた授業です。みんなは，教科書をきちんと持って，時々友

だちの方を見ながら，姿勢よく授業に臨むことができていました。 

 学びあう気持ちのよさが，少しずつ分かってきたようです。 
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 「かがやき」№2 で紹介しました生花ボランティアの水谷さんから，とても

うれしい話を聞かせていただきました。毎週月曜日になると，水谷さんは

学校に来て，あちこちを生花で飾ってくれています。前にも書きましたが，

季節感あふれるとてもかわいく，素敵な花と花器で，何も言わなくても子

どもたちは，そっとのぞき込んでいます。 

 うれしい出来事は，9月 3日（月）朝に起こりました。いつも

のように，水谷さんがやってきて，花を生けようとしたら，子

どもがそばに来て，花を生けさせてほしいと申し出たそうで

す。水谷さんは，もちろんすぐにＯＫを出し，その子の花を

生ける姿を眺めていたそうです。さっと花器に投げ入れて，

去っていったということです。 

 自分もやってみたいと思ったところに，この子の感性の高

まりが感じられます。いつもかわいく花を生けてくださる水谷

さんの姿から，自分の生き方を学んでくれたすばらしい実

践です。人に学ぶということが，いかに「豊かな感性」を育むことにつながるかを見せてくれた場

面でした。これからも，さまざまな体験に，積極的にかかわれる子どもになっていけるように，工

夫を凝らしていきたいものです。 

 

～ヒガンバナ～  

 

運動場からの職員室への出入り口付近に，ヒガンバナがたくさ

ん咲いています。子どもの頃から，田のあぜ道や堤防などでよく見

かけた花ですが，街中の学校に咲いているのには，少し驚かされ

ました。結構嫌われる一面も持っている花ですが，意外とかわい

いものですよ。 

別名をマンジュシャゲあるいはマンジュシャカと呼びます。マンジュシャカといえば，山口百恵

の曼珠沙華（まんじゅしゃか）を思い出します。（百恵ちゃんは，どうしているのかなあ・・・） 

それはそうと，この花は，驚くほどたくさんの地方名を持っているそうです。それは，毒があるこ

とに由来することが多いと思います。ヒガンバナの毒で田んぼや堤防，墓場を動物や虫たちから

守ってきたという事実があります。だから，山奥にはほとんど見られません。人の手で植えられて

きたからです。 また，ヒガンバナは，花の時期には葉がありませんし，種もできません。花の後

に細長い葉が出てきて，冬の間茂っています。春になると，枯れてしまい，何も見えません。 

日本に育っているヒガンバナの遺伝子は，全部同じです。3 倍体のため，

種ができませんから，増やすのは球根です。だから，どれも同じ遺伝子なの

です。挿し木で増やしたソメイヨシノと同じで，たった1つの球根から，日本中

に広がったのです。必ず彼岸の頃に咲き出すヒガンバナ。いったい，体の中

に，どんなカレンダーを持っているのでしょう。すごいです。 
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